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新年度予算が決定しました！
総予算額

56億2,271万円 一般会計・・・・ 34億 7,119 万円
特別会計・・・・ 18億 7,310 万円
上水道事業会計・・2億 7,842 万円

平成 30 年度の一般会計予算は、前年度当初予算と比べて 9,919 万円増えました。
一方、特別会計は1億8,740万円の減、上水道事業会計は7,835万円の減となりました。

会　　計　　名 30年度予算 29年度予算 増減額 増減率

議　　会　　費 5,617・ 5,634・ △ 17 △ 0.3
一 総　　務　　費 5億 5,155 5 億・・・484 4,671・ 9.3

民　　生　　費 11億　614 11 億 2,755 △ 2,141 △ 1.9
衛　　生　　費 2億　330 2億 3,201 △ 2,871 △ 12.4

般 農・林・水・産・業・費 1億・・・488 1 億・・・881 △ 393 △ 3.6
商　　工　　費 979・ 987・ △ 8 △ 0.8
土　　木　　費 3億 8,457 3 億 2,844 5,613・ 17.1

会 消　　防　　費 2億 2,891 2 億 1,420 1,471・ 6.9
教　　育　　費 5億 8,651 5 億 4,244 4,407・ 8.1
公　　債　　費 2億 3,436 2 億 4,251 △ 815 △ 3.4

計 予　　備　　費 500 500 0 0.0
計 34億 7,119 33 億 7,200 9,919 2.9

国民健康保険 9億 5,000 11 億 0,000 △ 1億 5,000 △ 13.6
特 後期高齢者医療 8,580 7,000 1,580・ 22.6
別 介・護・保・険 5億 8,570 6 億 5,300 △ 6730 △ 10.3
会 農業集落排水事業 5,320 5,450 △ 130 △ 2.4
計 公共下水道事業 1億 9,840 1 億 8,300 1,540・ 8.4

計 18億 7,310 20 億 6,050 △ 1億 8,740 △ 9.1
上・水・道・事・業・会・計 2億 7,842 2 億 6,856 986 3.7
合　　　　　計 56億 2,271 57 億・・・106 △ 7,835 △ 1.4

（単位：万円、％）
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町制 50 周年記念事業　1,856 万円
記念式典・記念イベント（アーラでのコンサー
ト）などを開催します。

スポーツドームのトイレの洋式化・多目的トイ
レ新設・倉庫の新設工事を行います。

町内の道路舗装や側溝布設工事、橋梁の耐震点
検などを行います。

 デマンドタクシー（利用者が電話で予約し、停留
所で乗り降りする乗合タクシー）の運用を開始し
ます。

 町民ふれあいプールの空調設備の更新を行います。

登はん棒の撤去・新設ほか、屋外遊具の整備を
行います。

 デマンドタクシー委託料 753 万円

 小学校屋外遊具整備工事 586 万円 道路の維持管理・整備　1 億 6,690 万円　

 スポーツドームトイレ改修等　4,648 万円　  町民ふれあいプール空調工事　1,475 万円 

新規事業等の抜粋平成30年度
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委員長から報告があります! 常 任 委 員 会 予 算 審 議

総務振興委員会

常任委員会では、平成 30 年度予算について審議を行いました。
なお、執行部に対して各委員会から次のように意見・要望しました。（抜粋）

①財政調整基金については５億円程度の保有で良いと町長は示された。目的基金への振
り替えなど、活用を検討されたい。

②災害時における避難所でのペット対応
について、マニュアル作成に向け検討
を急がれたい。

③女性防火クラブについては毎年指摘して
いるが、原点に戻って勧誘の在り方から
見直しされるよう強く望む。

④ふるさと納税は、返礼率の変更や返礼品の拡大により増額を見込んでいる。（平成 29年度
1,000 万円⇒平成 30年度 3,000 万円）目標額を上回るよう努力して欲しい。

⑤猟友会会員の高齢化による減少などの問題について、人的な被害が出る前に後継者育成など
検討されたい。

4



委員長から報告があります! 常 任 委 員 会 予 算 審 議

福祉文教委員会

②遊々こども園の改修工事について、2
年間執行することが出来なかったこと
を反省し、早期に着手できるよう強く
指導されたい。

⑤子どもの福祉医療費対象年齢を 18歳までに引き上げる検討をされたい。

①体育施設使用料のルールが変更になる
が、施設の有効利用と利用しやすさに
ついて、利用者との協議を続けて欲し
い。

③子育て環境整備事業について、2月に示され
た基本計画案の内容が具体性に乏しく、住民
説明会など次の段階に進むことは難しいと
判断する。町長は委員会において、2つの地
点についてそれぞれ設計して比較すると答
弁された。しかしその前に事業内容や運営面
など、なお協議して詰める必要がある。事業
に係る予算を減額修正し、重要事項（事業）
について執行部と議会が覚悟を持って短期
間の内に徹底的に協議し、事業を進めていき
たい。

④福祉バスとデマンドタクシー運行について、バス停や運行時間の整合性につい
て研究されたい。また、福祉バス運行委託について、利用者サービスや事務効
率を考え、複数年契約を検討されたい。
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⑩
松
田
賢
治議案番号

議　　　案　　　名
主　　な　　内　　容

承認第　１号 専決処分の承認を求めることについて（平成 29 年度坂祝町一般会計補
正予算（第 6 号）） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○355 万円を追加し、総額を 34 億 9,254 万円とする。（勝山の法面崩落
復旧工事設計委託）

議案第　1 号 坂祝町個人情報保護条例の一部改正
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○法改正に伴い、個人情報の定義の明確化及び要配慮個人情報の取扱いの

規定を追加する。
議案第　2 号 坂祝町債権管理条例の制定

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ◯町の債権の適正な事務処理方法について、必要な事項及び全庁統一的な
管理ルールを定め、町民負担の公平性と財政の健全化を確保するため制
定する。

議案第　3 号 坂祝町国民健康保険税条例の一部改正
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○法改正に伴い、財政責任主体が県になることに伴い、条例に規定する課

税額等に関する条文を改める。
議案第　4 号 坂祝町町民ふれあいプール貸付基金条例の制定

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○プールの運営形態を指定管理者制度から町直営にしたため、入場券販売
等の事務を円滑かつ効率的に行うため制定する。

議案第　5 号 坂祝町小学校及び中学校の設置等に関する条例の一部改正
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○小中学校施設の一般利用に際し、使用の許可や条件等の内容を社会体育

施設条例に合わせるために改正を行う。
議案第　6 号 坂祝町社会体育施設条例の一部改正

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○社会体育施設の貸し出しと施設管理を効率的に行い、施設を有効活用す
るため条文の内容を見直す。

議案第　7 号 坂祝町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の施行
に伴い、規定中の引用条項を改める。

議案第　8 号 坂祝町後期高齢者医療に関する条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○法改正に伴い、規定中の引用条項等を改める。
議案第　9 号 坂祝町国民健康保険条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○法改正に伴い、関係条文を改める。
議案第 10 号 坂祝町介護保険条例の一部改正

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ◯第７期介護保険事業計画の策定による介護保険料の見直し及び法施行令
の改正に伴う規定中の被保険者所得額等を改める。

議案第 11 号 坂祝町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

省令の施行に伴う基準の改正により、規定中の基準を改める。

　平成 30 年第 1 回坂祝町議会定例会は、3 月 8 日から 3 月 20 日までの 13 日間の日程で開催しま
した。提出議案は条例案件 18 件、予算案件 14 件、その他案件 4 件、請願 1 件で、それぞれ審議・
採決した結果、以下のとおりとなりました。

議案と審議の結果

議決結果　◎…可決、同意、採択　△…修正可決　×…否決、不同意、不採択
賛否状況　○…賛成　×…反対　－…議長は裁決に加わらない
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議案第 12 号 坂祝町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
省令の施行に伴う基準の改正により、規定中の基準を改める。

議案第 13 号 坂祝町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

省令の施行に伴う基準の改正により、規定中の基準を改める。
議案第 14 号 坂祝町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定め

る条例の制定 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○法の改正により、指定居宅介護支援事業者の指定が県から町に変更され
ることに伴い、事業の基準を定めるために制定する。

議案第 15 号 坂祝町小口融資条例の一部改正
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○県信用保証協会の「市町村小口零細企業融資保証取扱要綱」の改正に伴

い、貸付限度額及び貸付期間等を改める。
議案第 16 号 坂祝町町営住宅条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○政令・省令の改正に伴い、規定中の引用条項を改める。
議案第 17 号 坂祝町消防団員等公務災害補償条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○政令の一部改正に伴い、規定中の補償基礎額について改める。
議案第 18 号 平成 29 年度坂祝町一般会計補正予算（第 7 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○1 億 4,910 万円を減額し、総額 33 億 4,344 万円とする。
議案第 19 号 平成 29 年度坂祝町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○7,231 万円を減額し、総額 11 億 1,145 万円とする。
議案第 20 号 平成 29 年度坂祝町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○711 万円を追加し、総額 7,870 万円とする。
議案第 21 号 平成 29 年度坂祝町介護保険特別会計補正予算（第 3 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○科目間での調整
議案第 22 号 平成 29 年度坂祝町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 4 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○78 万円を減額し、総額 6,480 万円とする。
議案第 23 号 平成 29 年度坂祝町公共下水道事業特別会計補正予算（第 4 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○186 万円を追加し、総額 1 億 8,795 万円とする。
議案第 24 号 平成 30 年度坂祝町一般会計予算 △ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○34 億 9,900 万円を計上
議案第 25 号 平成 30 年度坂祝町国民健康保険特別会計予算 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○9 億 5,000 万円を計上
議案第 26 号 平成 30 年度坂祝町後期高齢者医療特別会計予算 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○8,580 万円を計上
議案第 27 号 平成 30 年度坂祝町介護保険特別会計予算 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○5 億 5,870 万円を計上
議案第 28 号 平成 30 年度坂祝町農業集落排水事業特別会計予算 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○5,320 万円を計上
議案第 29 号 平成 30 年度坂祝町公共下水道事業特別会計予算 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○1 億 9,840 万円を計上
議案第 30 号 平成 30 年度坂祝町上水道事業会計予算 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○2 億 7,842 万円を計上
議案第 31 号 総合福祉会館サンライフさかほぎに係る指定管理者の指定について ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○指定管理者：坂祝町社会福祉協議会　　指定期間：5 年
議案第 32 号 坂祝町デイサービスセンターに係る指定管理者の指定について ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○指定管理者：坂祝町社会福祉協議会　　指定期間：5 年
議案第 33 号 中濃農業共済事務組合規約の変更に関する協議について ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○農業災害補償法の改正に伴い、規約を改正する。
請願第 1 号 子育て環境整備基本構想についての請願書について ◎ ○ × ○ ○ × ― ○ ○ ○ ○Ｐ 14 参照
追加議案第 34 号 坂祝町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○衛生監視員の報酬を年額 30,000 円から 50,000 円に引き上げる。
追加議案第 35 号 平成 29 年度坂祝町上水道事業会計補正予算（第 2 号） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○資本的支出を 33 万円追加し、6,428 万円とする。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

＊議案第 24号から議案第 30号までの平成 30年度予算については、議長が委員会に審議を付託（議案についての議
論を本会議から委員会に委ねること）しました。委員会審議の結果、平成３０年度一般会計予算については、一部減額
の修正となりました。（子育て環境整備事業 2,781 万円減額）
　委員会が出した減額修正案に対して採決を行ったところ、全員一致で可決となり、平成３０年度一般会計予算は減額
修正されることになりました。
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　一般質問には、議員の日常活動や考え方に基づき、行政全般に対する質問の要旨をまとめ、
指定日までに議長に通告します。
　１人の制限時間は 60 分（一問一答方式は 50 分）で、３月定例会では８日目の３月 1 ５日
に開催し、９人が町政の課題を質問しました。

IPPAN SHITSUMON
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ま
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。
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長
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や
か
な
子
育
て
を
願
う
坂
祝
町
民
の
会
」
の

意
見
と
集
め
ら
れ
た
１
︐５
０
０
名
以
上
の
署
名
も

同
じ
く
町
民
の
意
見
だ
と
私
は
認
識
す
る
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

　

夜
間
運
営
は
し
な
い
！
と
断
言
さ
れ
て
い
た
が
、

「
つ
ど
い
場
ツ
ク
リ
バ
」
で
の
意
見
は
夜
間
運
営
あ

り
だ
っ
た
。
夜
間
運
営
は
考
え
な
い
の
か
。

問問問

新
井
谷
正
代  

議
員

　
坂
祝
町
の
子
育
て
支
援
に
は
、
つ
く
ん
こ
、
ア
ン

ブ
レ
ラ
、
キ
ッ
ズ
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
、
妊
産
婦
・

乳
児
の
健
診
や
家
庭
訪
問
な
ど
、
こ
こ
に
書
き
切
れ

な
い
程
の
支
援
が
行
政
・
社
協
・
食
改
協
・
地
域
の

方
々
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
は
必
要
な
事
業
。
ま
ず
、
今
困
っ
て

い
る
つ
く
ん
こ
教
室
の
改
善
を
早
急
に
行
い
、
平
行

し
て
現
行
の
支
援
を
取
り
ま
と
め
、
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
こ
と
が
大
事
。
支
援
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
町

長
の
信
念
が
感
じ
ら
れ
る
考
え
・
計
画
を
し
っ
か
り

打
ち
出
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

提　
言
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「
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
基
本
計
画
（
案
）
」
は
、

○
○
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
、
○
○
と
い
う
意
見
が
出

た
と
い
う
内
容
で
、
実
施
す
る
事
業
が
具
体
的
か
つ
明

確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
」
は
早
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
用

で
き
る
所
は
共
用
し
、
過
剰
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
、

最
初
は
必
要
最
小
限
の
建
物
と
し
、
事
業
の
量
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
継
ぎ
足
し
出
来
る
建
物
の
構
造
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

公
正
取
引
委
員
会
は
、
公
立
中
学
校
の
制
服
取
引
に

関
す
る
調
査
に
つ
い
て
、
制
服
の
値
段
が
近
年
上
昇
・

高
止
ま
り
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
制
服
価

格
の
高
止
ま
り
傾
向
に
つ
い
て
の
対
応
を
求
め
る
。
ま

た
、
学
校
に
お
け
る
地
震
等
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

小
中
学
校
へ
の
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
セ
ー
フ
メ
ッ
ト
）

の
配
置
を
求
め
る
。

　
望
ま
れ
る
子
育
て
支
援
を
！

中
学
校
制
服
取
引
と
小
中
学
校

防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て

問

問

　
中
途
半
端
な
も
の
を
作
り
た
く
な
い
。『
返
せ
る
借
金

な
ら
し
て
も
良
い
』
と
考
え
て
い
る
。

　

人
材
は
一
気
に
は
集
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
件

費
は
計
算
し
て
い
な
い
が
、
子
育
て
支
援
に
必
要
な
経

費
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
と
「
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」
を
一
緒
に
論
じ

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
必
要
が
あ
れ
ば
考
え
る
。

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

飯
田
正
仁  

議
員

　
町
民
の
血
税
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
以
上
、
そ
れ

が
町
民
に
と
っ
て
「
必
要
か
否
か
」
で
判
断
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
計
画
で
は
、
14
人
を
新
規
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
資
格
者
な
ど
の
人
材
確
保
は
出
来
る
の
か
。

出
来
な
け
れ
ば
計
画
通
り
事
業
が
進
ま
な
い
。
ま
た
、

人
件
費
は
ど
の
く
ら
い
増
加
す
る
の
か
。

　
「
子
育
て
支
援
拠
点
」
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
や

「
給
食
費
の
無
料
化
」
な
ど
、
直
接
家
計
を
助
け
る

経
済
的
な
支
援
を
望
む
声
に
も
応
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
ど
ち
ら
も
子
育
て
支
援
だ
。
お
金
を
出
す
財
布
は

一
つ
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
政
策
を
立
案
す

る
の
が
町
長
の
職
責
で
は
な
い
の
か
。

問

問問

松
田
賢
治  

議
員

　

坂
祝
中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
や
販

売
店
の
指
定
は
せ
ず
、
標
準
の
制
服
購
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
一
方
体
操
服
に
つ
い
て
は
独
自
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
り
販
売
店
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
販
売
店

で
制
服
も
購
入
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
協

議
・
連
携
し
て
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 教

育
課
長

答
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障
害
者
が
ご
く
普
通
に
地
域
で
暮
ら
し
、
地
域
の
一
員

と
し
て
共
に
生
活
で
き
る
「
共
生
社
会
」
実
現
の
理
念
の

下
、
全
て
の
事
業
主
に
は
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障

害
者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
る
。
今
年
４
月
１
日
か
ら
こ

の
法
定
雇
用
率
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
に
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
対
し
て
障
害
者
雇
用
状
況
の
報
告
や

「
障
害
者
雇
用
推
進
者
」
の
選
任
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

民
間
企
業
に
お
い
て
は
障
害
者
雇
用
の
対
象
に
精
神
障
害

者
が
加
わ
り
ま
す
。
坂
祝
町
職
員
へ
の
採
用
を
奨
め
、
推

進
を
求
め
る
。

　
受
動
喫
煙
は
、
自
ら
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
が
健
康
危

害
を
加
え
ら
れ
る
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
県
ガ
ン
対
策
推

進
条
例
の
改
正
や
健
康
増
進
法
・
受
動
喫
煙
防
止
法
な
ど

で
、
よ
り
厳
し
い
禁
煙
措
置
が
検
討
さ
れ
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
町
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
全
面
禁
煙
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

　
坂
祝
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
中
で
、
町
民
ふ

れ
あ
い
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、「
建
築
後
20
年
が
経
過
し
、

大
規
模
な
設
備
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
面

は
修
繕
で
長
寿
命
化
を
図
る
が
、今
後
存
廃
を
検
討
す
る
。

運
営
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
民
間
へ
の
譲
渡
・
売
却

や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
な
ど
、
民
間
活
力
の
活
用
を

検
討
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
11
月
現
在
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
（
屋
根
塗
装

等
）
を
除
く
総
経
費
か
ら
入
場
料
を
差
し
引
い
た
プ
ー

ル
運
営
に
関
す
る
実
質
経
費
は
約
３,

３
０
０
万
円
で
あ

る
。
プ
ー
ル
利
用
日
数
は
41
日
間
で
、
実
質
経
費
を
１
日

当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
80
万
円
と
、
決
し
て
少
な
く
な

い
金
額
と
な
る
。
ま
た
、
直
営
方
式
は
、
担
当
課
職
員
に

と
っ
て
、
管
理
運
営
の
ほ
か
安
全
性
等
の
面
か
ら
、
大
き

な
負
担
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
間
、
直
営
で
運
営
さ
れ
る
と
さ
れ

た
が
、
指
定
管
理
で
は
な
ぜ
出
来
な
い
の
か
。

障
害
者
雇
用
率
の
引
き
上
げ
と

精
神
障
害
者
追
加
に
つ
い
て

公
共
施
設
で
の
受
動
喫
煙
防

止
に
つ
い
て

町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
の
在
り
方

に
つ
い
て

問問

問

柴
山
佳
也  

議
員

　

福
祉
課
に
お
け
る
学
校
等
と
の
支
援
状
況
と
し
て
、

計
画
相
談
事
業
所
、
就
労
支
援
事
業
所
な
ど
各
関
係
機

関
と
連
携・協
働
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

坂
祝
町
の
雇
用
状
況
と
し
て
は
、
現
在
日
々
雇
用
職
員

を
１
名
採
用
し
て
い
ま
す
。
法
定
雇
用
率
は
現
状
で
は

達
成
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
変
動
に
も
対
応
し
遵
守

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
雇
用
等
に
際
し
て

は
、
福
祉
課
と
連
携
し
情
報
収
集
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

坂
祝
町
の
公
共
施
設
の
現
状
と
し
て
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
は
以
前
か
ら
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
中
央
公
民
館
、
社
会
体
育
施
設
に
お
い
て
は
、

屋
内
禁
煙
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
庁
舎
に
お
い
て
は

屋
内
に
喫
煙
場
所
が
あ
り
ま
す
。
今
国
会
に
提
出
さ
れ

て
い
る
法
案
で
は
、
官
公
庁
に
お
い
て
は
２
０
２
０
年

に
は
屋
内
禁
煙
と
な
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
法
案
成
立

前
に
、
庁
舎
４
階
の
屋
内
喫
煙
場
所
に
つ
い
て
、
議
会

の
皆
さ
ん
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答
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バ
イ
パ
ス
か
ら
見
え
る
景
観
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
り
、
坂
祝
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
施
設
で
あ
る

と
思
う
。
税
金
だ
け
に
頼
ら
な
い
施
設
運
営
を
目
指

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
公
共
施
設
に
心
掛
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

提　
言

　

出
来
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
工
事
施
工
日
程
の
調
整

や
、
プ
ー
ル
開
場
機
関
以
外
の
人
件
費
削
減
な
ど
を
踏

ま
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
期
間
は
直
接
運
営
す
る
方
が
良

い
と
判
断
し
ま
す
。

教
育
課
長

答

　

プ
ー
ル
本
体
の
耐
用
期
間
と
な
る
２
０
２
６
年
～

２
０
３
１
年
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
継
続
す
る
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
一
段
落
し
た

ら
指
定
管
理
方
式
に
戻
す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
問
題

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

心
的
な
負
担
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
社
会
教
育
職

員
を
増
員
し
て
も
ら
う
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
責
任
を
改
め
て
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

町
内
・
町
外
利
用
者
の
区
分
確
認
の
手
立
て
が
あ
り

ま
せ
ん
。
広
域
で
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
地
域
や
人
数
の
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
要
請
の
た
め

の
デ
ー
タ
が
無
い
た
め
、
取
り
組
み
ま
せ
ん
。教

育
課
長

答

教
育
課
長

答

教
育
課
長

答
　
継
続
又
は
民
間
へ
の
譲
渡
等
も
早
急
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

安
全
性
及
び
職
員
の
負
担
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
利
用
者
は
町
内
の
方
よ
り
町
外
の
方
が
多
い
と
聞

く
が
、
今
後
施
設
利
用
料
の
検
討
や
広
域
で
の
経
費

負
担
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

問

問

問

河
村
利
道  

議
員

 　

子
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
や
そ
の
親
、
お
よ
び
地
域

の
人
々
に
対
し
、
無
料
ま
た
は
安
価
で
栄
養
あ
る
食
事

や
、
暖
か
な
団
ら
ん
を
提
供
す
る
た
め
の
社
会
活
動
で

す
。
坂
祝
町
に
お
い
て
も
、
親
が
共
働
き
で
、
一
人
で

過
ご
す
こ
と
が
多
い
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
れ
る
場
所
を

つ
く
ろ
う
と
、
有
志
の
主
婦
が
昨
年
12
月
に
立
ち
上
げ

ら
れ
、
地
域
の
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
方
が
気
軽
に
来

て
も
ら
え
る
居
場
所
づ
く
り
、
異
世
代
交
流
の
場
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
活
動

は
、
酒
倉
だ
け
で
な
く
各
地
域
に
広
が
り
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
く
つ
ろ
げ
る
場
所
づ
く
り
が
必
要
と

思
う
。
町
と
し
て
「
子
ど
も
食
堂
」
に
対
す
る
支
援
制

度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
考
え
を
聞
か
せ
て
欲

し
い
。

　
子
ど
も
食
堂
の
支
援
に
つ
い
て

問
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平
成
26
年
度
17
基
、
27
年
度
15
基
、
28
年
度
15
基
、
29

年
度
は
13
基
の
設
置
で
、
す
べ
て
が
結
露
防
止
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
で
す
。
基
準
や
優
先
順
位
は
な
く
、
各
自
治
会
か
ら

の
要
望
を
優
先
的
に
設
置
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
順
次

結
露
防
止
に
交
換
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
ミ
ラ
ー
全
体
数

３
２
４
基
の
う
ち
、
１
０
９
基
が
結
露
防
止
で
す
。

　

子
ど
も
食
堂
は
、
単
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
事
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
と
地
域
の
子

ど
も
や
大
人
の
「
異
世
代
交
流
の
場
」
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
う
「
居
場
所
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
近
隣

の
市
町
村
で
も
様
々
な
団
体
が
子
ど
も
食
堂
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
「
子
ど
も
食
堂
運
営

支
援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
補
助

要
件
を
再
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
既
存
の
要
綱
の
活
用
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
か
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み

と
し
て
、
朝
夕
の

子
ど
も
の
見
守
り

活
動
、
春
季
・
秋

季
年
末
の
消
防
団

に
よ
る
、
火
災
予

防
と
夜
警
活
動
な

ど
が
、
犯
罪
抑
制

に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
と
考
え
ま
す
。

ま
た
町
で
は
毎
年

10
月
の
第
３
土
曜

日
に
は
安
心
安
全

フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
更
に
地
域
安
全
推
進

員
は
、
加
茂
警
察
署
の
委
嘱
を
受
け
、
保
育
園
・
幼
稚

園
で
の
連
れ
去
り
防
止
の
紙
芝
居
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
駅
に
自
転
車
盗
難
の
抑
止
効
果

の
あ
る
看
板
等
の
設
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

答

こ
ど
も
課
長

答

総
務
課
長

答

　

平
成
25
年
度
以
降
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
何
基
交
換
し
、

そ
の
う
ち
何
基
が
結
露
防
止
の
も
の
か
。
ま
た
、
交
換
す

る
場
合
、
ど
の
箇
所
か
ら
実
施
す
る
の
か
と
い
っ
た
基
準

や
優
先
順
位
は
あ
る
か
。

結
露
防
止
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
へ

の
交
換
設
置
状
況
は

問

浮
中
敏
雄  

議
員

 　
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の
為
、
防
犯
対
策
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
犯

罪
の
発
生
件
数
は
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
防
犯
設
備

の
更
な
る
強
化
、
警
察
と
の
連
携
、
防
犯
教
育
な
ど
様
々

な
事
業
の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。
当
町
の
防
犯
対
策
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
防
犯
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

問

　

自
発
的
な
確
認
作
業
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
自
治
会
長

さ
ん
や
地
元
住
民
か
ら
連
絡
・
お
話
を
い
た
だ
い
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
職
員
が
町
内
を
通
っ
て
い
る
時
に

気
付
け
ば
、
担
当
者
に
連
絡
し
対
処
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
交
通
安
全
協
会
の
会
合
で
、
各
地
域
で
気
が
付
か

れ
た
場
合
に
は
連
絡
い
た
だ
け
る
よ
う
お
話
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
内
の
連
携
も
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

答
　
危
険
個
所
と
は
別
の
方
向
を
向
い
て
、
機
能
を
果

た
し
て
い
な
い
ミ
ラ
ー
が
あ
る
が
、
住
民
か
ら
の
連

絡
・
通
報
だ
け
で
な
く
、
自
発
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や

巡
視
活
動
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

問

松
田
和
樹  

議
員
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こ
れ
ま
で
財
政
運
営
を
し
て
き
て
、
５
億
円
ま
で
な
ら

大
丈
夫
で
す
。
私
が
平
成
19
年
度
に
町
長
に
な
っ
た
時
の

一
般
会
計
は
24
億
円
で
し
た
。
今
は
34
億
円
と
10
億
円
増

え
て
い
ま
す
が
、
借
金
で
潰
れ
そ
う
な
こ
と
も
な
く
、
将

　

現
在
、
坂
祝
町
定
員
適
正
化
計
画
の
更
新
年
度
で
、

平
成
30
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
35
年
４
月
１
日
の
定
員
と
し
て
は

86
名
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
毎
年
１
名
ず
つ
の
増
員

予
定
で
す
。
今
後
増
員
す
る
職
員
の
職
種
と
し
て
は
、

来
年
度
に
お
い
て
幼
稚
園
職
員
を
１
名
増
員
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
子
育
て
拠
点
に
係
る
「
つ
く
ん
こ
教
室
」

職
員
も
、
現
在
正
職
員
１
名
だ
け
で
す
の
で
、
１
名
の

増
員
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
順
次
必
要
な
部
署
へ

の
配
置
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
職
員
等
の
採
用
も
考
え
、

事
業
量
に
応
じ
た
適
正
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

総
務
課
長

答

　
子
育
て
支
援
拠
点
整
備
事
業
に
、
５
億
円
の
起
債
を
想

定
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
財
政
は
大
丈
夫
か
。
町
民
に
新

た
な
金
銭
的
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て

問

小
寺
　
忠  
議
員

 

 

　

現
在
、
坂
祝
町
職
員
定
数
は
条
例
で
81
人
と
決
ま
っ

て
お
り
、
81
人
の
正
規
職
員
が
い
ま
す
。
以
前
の
一
般

質
問
で
、
今
後
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
障
が

い
者
の
就
労
支
援
を
し
て
い
く
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、

先
の
12
月
定
例
会
で
は
、
幼
稚
園
の
担
任
を
正
職
化
し

て
い
き
た
い
と
前
向
き
な
回
答
を
さ
れ
た
。
更
に
子
育

て
支
援
拠
点
施
設
基
本
計
画
案
で
は
、
24
人
の
人
員
体

制
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
基
本
構
想
か
ら
14
人
も
の

増
員
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
職
員
の
増
員

が
当
然
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
職
員
定

数
の
早
急
な
見
直
し
に
つ
い
て
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

　
町
職
員
の
定
数
に
つ
い
て

問

竹
内
浩
一  

議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
坂
祝
町
は

総
務
省
の
指
示
を
守
っ
て
返
礼
品
の
額
を
低
め
に
し
て

き
た
り
、
町
内
の
も
の
だ
け
を
記
念
品
に
し
て
き
ま
し

た
が
、
少
し
拡
大
し
て
ゆ
る
や
か
に
し
、
品
目
を
近
隣

市
町
村
の
も
の
を
含
め
た
り
、
価
格
を
同
列
に
な
る
く

ら
い
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ

パ
ス
沿
い
も
商
業
地
域
に
作
っ
て
い
き
た
い
。
事
業
所

誘
致
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
負
担
率
も
ゼ
ロ
で
す
。
坂
祝
町
で
一
番
起
債
が
多
か
っ

た
時
は
町
債
が
34
億
円
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
利
子
は

５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
今
か
ら
思
う
と
高
金
利
で
し
た
。

今
町
の
起
債
の
ほ
と
ん
ど
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
で
、

国
か
ら
交
付
税
で
戻
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
高
金
利
で

34
億
円
借
り
て
い
た
時
代
を
思
う
と
相
当
楽
で
す
。町

長

答

町
長

答

　
こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
も
、
町
財
政
の
収
入

増
と
な
る
政
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
や
企
業
誘
致
な
ど
を
も
っ
と
積
極

的
に
行
う
気
は
な
い
か
。

問
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請願を採択しました

【請願項目】
　１．「つくんこ・アンブレラ」は、現状の地でのすみやかな建設を検討すること。
　２．コミュニティセンター隣接の寄付地をはじめ、既存の施設を有効活用し、予算の削減
　　　に努めること。

　
７
～
８
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
近
所
の
先
輩
か
ら

「
地
域
安
全
指
導
員
」
を
引
き
継
い
で
く
れ
な
い
か

と
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
断
る
理
由
も
な
く
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
玄
関
に
掲
げ
る
「
地
域

安
全
指
導
員
」
の
表
示
板
が
あ
れ
ば
、
押
し
売
り
が

来
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
丸
六
年
過
ぎ
ま
し
た
が

功
あ
っ
て
か
そ
の
後
訪
問
販
売
員
が
訪
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、「
総
務
省
行
政
相
談
員
」「
子
供

一
一
〇
番
の
家
」
と
玄
関
先
を
賑
や
か
に
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
時
代
に
沿
っ
た
迷
惑
現
象
は
昨
今
ど
の
家

庭
で
も
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
迷
惑
電
話
や
、「
お
れ
お
れ
」

「
特
殊
」「
偽
電
話
」
等
と
称
し
た
詐
欺
な
る
厄
介
な

事
犯
で
す
。

　

今
は
亡
き
母
が
、孫
を
装
っ
た
男
に
見
事
騙
さ
れ
、

金
融
機
関
で
、
な
け
な
し
の
預
金
を
引
き
出
す
寸
で

の
所
で
窓
口
の
方
に
止
め
ら
れ
難
を
逃
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

と
は
言
う
私
自
身
も
、
次
男
を
装
っ
た
若
い
男
に

完
全
に
騙
さ
れ
て
会
話
を
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
こ
と
な
く
事
な
き

を
得
ま
し
た
が
、
今
で
も
次
男
で
は
な
か
っ
た
か
と

半
信
半
疑
で
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
巧
み

な
話
術
で
し
た
。

　

最
近
頻
繁
に
あ
る
の
が
、「
私
、
○
□
会
社
の
×

×
と
申
し
ま
す
、
中
村
様
の
ご
主
人
様
で
す
か
」
な

る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
発
信
さ
れ
る
勧
誘
・
販
売

の
迷
惑
な
電
話
で
す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、
着
信
表
示
電
話
機
に
取
替
え

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
発

信
さ
れ
る
着
信
は
通
話
拒
否
の
部
類
に
振
り
分
け
ら

れ
、
公
衆
電
話
、
非
通
知
電
話
か
ら
は
着
信
不
可
と

な
り
、
着
信
時
に
神
経
を
使
う
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
苦
い
経
験
か
ら
の
我
が
家
の
「
安
心
対
策
」

の
一
環
で
す
。

　

地
域
安
全
指
導
員
は
今
年
度
新
た
に
三
名
登
録
し

て
頂
き
、
十
二
名
で
町
議
会
議
員
の
皆
様
や
関
係
す

る
町
職
員
、
地
域
の
方
々
の
ご
指
導
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
「
登
下
校
時
の
見
守
り
」「
防
犯
教
室
」

「
年
金
支
給
日
の
特

殊
詐
欺
犯
罪
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

等
幅
広
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

「
住
ん
で
良
か
っ
た

安
心
な
坂
祝
」
を

目
指
し
て
今
日
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

中
村
良
一

「
安
　
心 

」

地
域
安
全
指
導
員

今回は、地域安全指導員として毎日子どもたちの登下校をはじめ、坂祝町の安全のために頑張っていた
だいている酒倉の中村 良一さんに登場していただきました。

現在町が進めている子育て支援拠点施設整備について、　「健やかな子育てを願う坂祝町民の会」から議
長に提出されていました「子育て環境整備基本構想についての請願書」について審議し、賛成多数で採
択いたしました。

＊採択した請願は、町長に提出しました。
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３月１０日・１１日　公民館まつり

３月２３日　小学校卒業式

１月２９日長野県原村・２月５日愛知県豊山町・
２月２０日瑞穂市議会視察対応

３月１日　小学校ありがとう集会

３月６日　中学校卒業式

３月２５日　消防入退団式 ４月７日　駐在所開所式

議
長
や
議
員
が
出
席
・
参
加
し
た
主
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
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自
治
会
長
と
し
て
の
一
年

を
振
り
返
り
素
直
な
気
持
ち

と
し
て
、
大
変
有
意
義
な
時

間
と
知
識
蓄
積
を
頂
い
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
構

想
の
「
ツ
ク
リ
バ
会
議
」
に

も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
町
で

は
、
将
来
の
人
口
減
少
防
止

対
策
と
し
て
、
若
い
世
代
が

坂
祝
に
住
み
続
け
、
子
育
て

が
し
た
い
等
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
事
に
大
変
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
反
面
、
将
来
の
借

財
を
残
す
こ
と
に
反
対
す
る

意
見
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。
建
設
予

定
地
は
将
来
、
子
ど
も
を
中

心
と
し
て
、
町
民
誰
も
が
集

え
る
関
連
施
設
の
増
設
も
視

野
に
入
れ
た
構
想
で
す
。
今

後
は
町
が
何
を
し
て
く
れ
る

の
か
で
は
な
く
、
町
に
対
し

て
何
が
で
き
る
の
か
を
真
剣

に
考
え
な
い
と
、
将
来
、
建

物
は
お
荷
物
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
町
民
の
多
数
参
加

と
意
識
改
革
が
第
一
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
の
構
想
で
水

田
が
減
っ
て
し
ま
う
の
は
農

業
関
係
者
と
し
て
寂
し
い
限

り
で
す
。

　

前
段
に
繋
が
る
こ
と
で
す

が
、
安
心
・
安
全
の
町
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事

は
理
解
で
き
ま
す
が
、
消
防

団
活
動
に
町
民
が
あ
ま
り
関

心
が
無
い
様
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
東
海
大
地
震
等
を
想
定

し
毎
年
防
災
訓
練
等
を
行
い

ま
す
が
、
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
初
期
対
応
は
町
消

防
団
で
あ
り
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ

で
す
。
常
設
消
防
署
の
対
応

は
無
に
等
し
い
と
考
え
る
べ

き
で
す
。
団
員
勧
誘
に
同
行

し
ま
し
た
が
、「
仕
事
が
忙

し
い
」「
交
替
勤
務
で
」
と

か
で
断
ら
れ
て
ば
か
り
で
し

た
。
確
か
に
消
防
団
活
動
も

あ
ま
り
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
な
く
、

訓
練
の
大
変
さ
の
み
考
え
て

の
回
答
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

早
急
に
町
民
参
加
の
消
防

団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
会

を
立
ち
上
げ
、
抜
本
的
な
協

議
を
す
べ
き
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。
無
く
し
て
良
い
組
織

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
に

必
要
な
組
織
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
自
治
会

活
動
を
通
し
、
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
に
協
力
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

坂
祝
町
に
住
み
始
め
て
30

年
余
り
が
経
ち
、
多
く
の
人

と
出
会
い
、
繋
が
り
も
広
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
昨
年

12
月
主
任
児
童
委
員
を
お
受

け
す
る
事
に
な
り
、
様
々
な

会
議
、
行
事
に
参
加
し
、
今

問
題
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も

の
孤
食
が
全
国
各
地
で
想
像

以
上
に
起
き
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
坂
祝
町

に
お
い
て
も
親
の
共
働
き
な

ど
で
、
子
ど
も
が
休
日
ひ
と

り
に
な
り
が
ち
な
家
庭
も
珍

し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
と

し
て
昨
年
11
月
よ
り
学
習
支

援
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
他

に
も
居
場
所
を
と
い
う
思
い

か
ら
翌
月
に
は
、
有
志
に
よ

り
子
ど
も
食
堂
ほ
の
ぼ
の
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
老
若

男
女
問
わ
ず
誰
も
が
集
え
る

場
で
す
。
当
初
15
名
程
だ
っ

た
メ
ン
バ
ー
も
今
は
20
名
に

な
り
、
私
も
そ
の
仲
間
に
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
何
も
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
資
金
繰
り
な
ど

大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

有
難
い
こ
と
に
場
所
は
メ
ン

バ
ー
の
ひ
と
り
の
母
屋
を
解

放
し
て
下
さ
り
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
お
米

や
野
菜
な
ど
を
提
供
し
て
下

さ
る
方
、
お
か
ず
や
デ
ザ
ー

ト
を
作
っ
て
提
供
し
て
下
さ

る
方
、
ま
た
教
育
委
員
会
、

学
校
の
先
生
方
も
来
て
下
さ

り
、
た
く
さ
ん
の
人
達
の
温

か
い
ご
厚
意
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
と

の
繋
が
り
に
支
え
ら
れ
て
い

る
事
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
の
お
陰
で
回
を
増
す
ご
と

に
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒

に
和
み
、
笑
顔
が
見
ら
れ
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、

私
自
身
も
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
あ
え
る
貴
重
な
場

所
と
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が

集
い
、
居
心
地
の
良
い
場
所

と
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
と

の
接
点
を
保
ち
な
が
ら
、
温

か
く
見
守
り
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
長
を
終
え
て

　
　

雲
埋
南
自
治
会

　
　
　
　
　

 

兼
松
　
伸
行

地
域
の
温
か
さ
に
感
謝

　
　
　
　

山
田
　
千
登
美

　

３
月
議
会
で
は
、
予
算
の

減
額
修
正
を
可
決
し
ま
し

た
。
事
業
が
前
進
で
き
る
よ

う
、
議
員
全
員
が
覚
悟
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
河   

村   

利   

道

副
委
員
長
　
松   

田   

和   

樹

委
　
員
　
浮   

中   

敏   

雄

　
　
　
　

柴   

山   

佳   

也

坂祝町に住み、各分野でご活躍されているお二人の
方に、それぞれの思いを語っていただきました。


